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　創業以来101
年、手打ちの津
軽そばが好評
の老舗『　 山
田』。もともと創
始者の趣味が
高じて開業した
そばの味が現
在は4代目に受
け継がれてい
る。読者の方から「鰯風味の出汁が美味しい」とコメン
トをいただいた通り、ウルメイワシの出汁が秀逸。もち
ろん、大豆をつなぎに使ったコシの強いそばを求めて
長年通い続けているファンも多い。人気は、もりそばと
かけそばの味を1度に楽しめる「かけもりセット」（＝写
真、800円）。転勤で函館に住み始めた人も評判を聞
いて数多く来店しているそうで、そば好きにはたまら
ない名店といえる。11時30分～13時30分前後。土曜、
第3日曜休。店舗の向かい側にP有。
●宝来町25-2　☎23-4438

そば好きをうならせる老舗の津軽そば
山田久

　幅広い層が昼夜気軽に利用できる『旬のめぐみ屋』
は、全室個室の店内で周りを気にせず過ごせる1軒。
　ランチセットから夜の居酒屋メニューまで豊富にそ
ろっていますが、
本紙読者がおす
すめしている2種
類の唐揚げは、
どちらも外はカ
リッと中はジュー
シーな食感が特
徴です。
　ランチタイム
の「唐揚げ定食」（880円、コーヒー付き）のほか、昼も
夜も味わえる単品メニューの「とり唐揚げ」（1人盛り
529円、得盛り1058円）も人気。
　もうひとつのおすすめ「レッドHOTザンギ」（単品
572円）は、激辛具合がクセになり、アルコールも進み
ます。
　11時30分～LO14時、17時～LO23時。月曜休。P有。
●中道2-8-2　☎33-7773

昼も夜も幅広い層におすすめ!
旬のめぐみ屋

　本紙読者の方
から、「一品料理
も美味しい寿司
店」として転勤
族におすすめし
たい店とハガキ
をいただいたの
が、美原3丁目
の住宅街にある
『鮨 たかん』。市

内有名店で修行した店主が、生まれ育った美原で店を
持ちたいという夢を実現した店。「極選」（＝写真、
3240円）や「特上」（2160円）などの寿司はもちろん、
住宅地ならではの寿司店だけに、常連客を飽きさせな
い「本日のおすすめ」という日替わりの一品料理が人
気を集めており、全国各地の旨いものを提供してい
る。利用客の好みで用意してくれるコースは握り3～5
貫と一品料理で5400円～（飲み放題付き6480円
～）。正午～14時、17時～23時。月曜休。P有。
●美原3-26-13　☎84-1555

住宅街の隠れ家的人気寿司店
鮨 たかん

　「転勤族にオス
スメのジンギスカ
ンなら本通2丁目
にあるこの店」と
本紙読者からハ
ガキをいただい
た『万代や』。生後
1年未満の羊のみ
を使用し、七輪と
駒ケ岳の備長炭
で焼き上げる同店の生ラムは、臭みがなく柔らか。種
類も充実しており、それぞれ特徴を生かして提供。幅
広い層に好評の「生ラム肩ロース」（初回野菜付き734
円）は、ジンギスカンが初めてという人にも最適。希少
部位のヒレ肉「ラムテンダーロイン」（1296円）は、旨味
とジューシーさが別格です。肉はもろちん、南茅部産昆
布を贅沢に使った特製タレも絶品。「ラムスペアリブ」
や「ラムタン塩」（各918円）も人気。17時30分～LO21
時30分。水曜休。P有。
●本通2-13-26　☎31-3233

七輪焼きの生ラムが絶品
万代や
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昨
年
12
月
の
本
紙
で
「
転
勤
族
の
方
々
に
お
す
す
め

の
店
」を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、た
く
さ
ん
の
情
報
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
こ
で
今
号
と
次
号
の
2
回
に
わ
た

り
、い
た
だ
い
た
情
報
を
参
考
に
、転
勤
族
に
お
す
す

め
の
店「
飲
食
店
編
」と「
専
門
店
編
」を
特
集
し
ま
す
。

表紙写真協力／鮨 たかん

久



　山の手の住宅地にある『kitchen（キッチン） ハレ
の日』は読者からのハガキに「可愛い店内でおいしい
料理が食べられる」とありました。通年メニューの
「明太子パスタとパンのプレート」（＝写真）をはじ
め、月替わりのプレートはドリンクが付いて999円、
さらにデザートが付くセットは1150円。手づくりのパ
ンや日替わりのスープなど手の込んだ料理が味わえ
ます。そのほかパスタの単品やカレーなどランチメ
ニューは営業時間中なら何時でも提供していますが
どれも無くなり次第終了。パフェや白玉ぜんざい、デ
ザートセットがある点も人気のひとつ。
　11時～17時（5月以降11時～18時）。水曜休。P有。
●山の手3-9-17　☎54-8080

住宅地にある可愛らしいお店
キッチン ハレの日

　昭和23年創業の老舗、『ラーメンのりんさん』。「塩
ラーメンが美味」との声が読者から寄せられている。
絶妙な塩加減と、手間暇かけて一からじっくりと丁寧
に仕込まれた出汁がやみつきになる黄金のスープに、
メンマ、長ねぎ、焼豚が盛り付けられたシンプルな昔
懐かしい味の「塩ラーメン」（600円）。玉子チャーハ
ンとセットになった「チャーハンセット」（ラーメンは
塩、醤油、750円）もボリューム満点‼　ラー油から
餃子の皮まで手作りというこだわりも同店ならでは。
温かい人情味溢れる居心地の良さも魅力の店。11時
30分～LO18時30分（スープなくなり次第閉店）。金
曜休。P有。
●湯川町1-9-13　☎57-7756

ホッと心温まる昔懐かしの塩ラーメン
ラーメンのりんさん

　中国医学理論に基づき中薬と併せて用いられる
薬効成分を含む食材を薬膳食材と呼び、その中には
高麗人参などのほかに生姜や菜の花などの身近な
食材も多いそう。そんな薬膳食材を使った料理を提
供している『Cafe谷地坂』は、料理はもとより眺望の
良さや看板猫「ちー子」の接客がオススメと読者の声
が届きました。季節によってメニューが変わる「谷地
坂ランチ」（＝写真）は飲み物とプチデザートが付い
て980円（数に限りがあるので事前予約がおすす
め）。デザートメニューもあるので食事はもちろん
ティータイムにもピッタリです。
　11時～17時。木・金曜休。P有。
●谷地頭町31-2　☎27-3351

薬膳食材を使ったランチ
Cafe谷地坂

　「もつ鍋を食べて感動！　つわりで何も食べられ
ないのに完食しました」との推薦コメントがあった
『ちゃんこ屋かつお』は、函館在住の現役プロレス
ラーで函館観光大使でもあるカツオさんの店。「感
動モノ」と言われた「もつ鍋」（1人前1000円）は、相
撲部屋同様食事を「ちゃんこ」と呼ぶプロレス道場
で、カツオさんがちゃんこ番をしていた時に覚えた調
理法で作られており、下処理をしっかりすることで臭
みをなくしたもつのプリっとした食感と味噌ベースの
コクのある味わいを楽しめます。「始めてみたら人気
になった」という餃子（6個500円）も美味。18時～
25時。火曜休（他イベント時休業の場合有）。
●本町10-22 青空ビル1階　☎070-5600-3658

プロレス道場仕込みのもつ鍋を提供
ちゃんこ屋かつお

　「新鮮で美味しい海鮮がボリューム満点！　その
上、とてもリーズナブル」と、本紙読者がおすすめす
る『魚河岸酒場 はこだて 魚一心』は、函館を代表す
る有名な老舗居酒屋。地元客はもちろん、道内外か
ら訪れる客で賑わっています。
　「特に変わったものはない、普通の酒場」と店長さ
んは話しますが、その味の良さは秀逸！
　刺身包丁を振るう料理人を眺めつつカウンターに
座り、生ビールを1杯。旨い刺身を肴に美味しいひと
時に酔いしれてみませんか？　混み合うことが多い
ので、事前予約がおすすめです。
　17時～22時45分。日曜休。
●松風町3-11　☎26-0457

函館の老舗居酒屋といえばこの店
魚河岸酒場 はこだて 魚一心

　本格和食に洋食の要素をワンポイント加えた創作
料理を提供する『五稜郭 代志川』。読者からは「野菜
中心の和食ランチがお勧め」と情報が寄せられまし
た。同店では野菜の大半を無農薬の自家栽培でまか
なっており、そのうまさと新鮮さ、食感の良さが評判
だといいます。ランチは、10種類以上盛り付けた「野
菜の大皿盛」をメインにした「野菜のコース」(2160
円)が一番人気。優しく上品な味わいが心まで豊かに
してくれます。夜も各種コース有。野菜に限りがある
ため、昼・夜とも予約が確実。11時30分～LO13時30
分、17時30分～ラスト（予約に応じて変動）。月・火曜
定休（予約で夜営業可）。
●五稜郭町10-12　☎32-3201

自家製無農薬野菜のコースを
五稜郭 代志川



HEADLINE

の目

美
し
く
包
む
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
…

『
株
式
会
社
オ
ス
カ
商
会
』専
務
取
締
役

梶
原 

弘
美 

さ
ん

1
5
m
inutes 2

▼
道
南
の
寒
気
が
よ
う
や
く
緩
み

始
め
た
2
月
下
旬
の
あ
る
日
、
当
社

オ
フ
ィ
ス
に
1
本
の
電
話
が
あ
っ

た
。「
編
集
長
、○
○
さ
ん
と
い
う
方

か
ら
お
電
話
で
す
」
と
、
電
話
を

取
っ
た
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
声
を
聞
い
て
気
分

が
高
揚
し
た
。ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
か
ら
の
電
話

だ
。▼
本
紙
2
月
1
日
発
行
分
の
本
欄
で
、
中

学
校
時
代
の
同
級
生
で
あ
る
U
君
の
こ
と
を

執
筆
し
た
。昔
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
ギ
タ
ー

も
上
手
で
勉
強
が
で
き
て
美
男
子
で
、
大
学
を

卒
業
し
て
日
本
を
代
表
す
る
一
流
企
業
に
就

職
し
て
そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
長
に
な
っ

た
U
君
は
僕
の
心
の
中
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

で
あ
る
と
…
。同
号
を
発
行
後
、
随
分
迷
っ
た

末
に
U
君
の
元
に
1
部
を
郵
送
す
る
こ
と
に

し
た
。職
場
は
超
有
名
企
業
な
の
で
、
簡
単
に

所
在
地
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。本
紙
1
部

の
ほ
か
に
、
現
在
の
僕
の
仕
事
に
つ
い
て
の
簡

単
な
説
明
を
書
い
た
手
紙
を
添
え
た
。▼
僕
は
、

現
在
の
役
職
が
分
不
相
応
だ
と
思
っ
て
い
る
。

重
責
を
全
う
で
き
て
い
な
い
と
い
つ
も
思
っ

て
い
る
。リ
ー
ダ
ー
に
な
る
人
は
仕
事
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
人
望
が
厚
く
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。日
本
経
済
の
未
来
を
背
負
う
よ
う
な
立

場
に
な
っ
た
U
君
の
活
躍
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
知
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
人
望
が

厚
い
人
と
は
こ
う
い
う
人
の
こ
と
を
い
う
の

だ
と
思
っ
て
き
た
。同
級
生
な
が
ら
僕
と
U
君

と
は
提
灯
に
釣
り
鐘
な
の
だ
と
…
。▼「
青
山

君
？
　
○
○
で
す
。お
久
し
ぶ
り
で
す
」。37
年

ぶ
り
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
の
会
話
に
し
て

は
あ
ま
り
に
普
通
す
ぎ
て
逆
に
緊
張
し
た
。少

し
の
時
間
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
後
、
U
君

は
本
紙
と
僕
の
文
章
を
と
て
も
褒
め
て
く
れ

た
の
で
、
嬉
し
く
て
会
話
中
に
何
度
も
泣
き
そ

う
に
な
っ
た
。最
後
に
お
互
い
の
連
絡
先
を
交

換
し
て
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
会
お
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。▼
受
話
器
の
向
こ
う
の
U
君
は

昔
と
何
に
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。普
通
に

中
学
校
の
野
球
部
時
代
の
思
い
出
話
を
し
て

い
た
。変
わ
っ
た
の
は
僕
の
ほ
う
だ
。U
君
が

優
れ
た
経
営
者
な
の
は
昔
か
ら
何
で
も
で
き

た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。少
年
の
心
を
忘
れ
て

い
な
い
か
ら
だ
。ほ
ん
の
15
分
く
ら
い
の
会
話

の
中
で
、
僕
は
齢
を
重
ね
て
忘
れ
か
け
て
い
た

大
切
な
何
か
を
思
い
出
し
た
。▼
U
君
は
、
東

京
に
来
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
連
絡
し
て

ほ
し
い
と
僕
に
言
っ
た
。い
つ
か
胸
を
張
っ
て

U
君
に
会
い
に
行
こ
う
。社
会
的
地
位
が
違
い

す
ぎ
る
な
ん
て
、
き
っ
と
僕
の
思
い
過
ご
し
な

ん
だ
ろ
う
。▼
電
話
の
後
、
U
君
か
ら
メ
ー
ル

が
届
い
た
。「
い
い
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
書
い
て
あ
っ
た
。U
君
は
や
っ
ぱ
り
僕
の
心

の
中
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
だ
っ
た
。　
　（
慎
）

　何かと出費の多い新年度は、家計の見直しを考える人も
少なくないはず。そんな時に思い出してほしいのが、経験
豊富なアドバイザーがそろう『Hosta函館』。
　ホームページ「ホスタ函館」のお役立ち情報リンクにあ
る「ライフプランNavi」では、必要な情報を入力することで
あなたのライフプランをシミュレーションできます。もち
ろん、もっと詳しく知りたい人、ライフプランを組み立てたい人は、お気軽にご相談く
ださい。「家計の見直しを考える上で、生命保険の見直しは重要なポイントのひとつで
す。家族構成や職業、将来設計などに合わせて、見直しのポイントを明確にします」と話
すのは、住宅ローンアドバイザーの資格を持ちライフプランをトータルでサポートし
ている成迫賢太さん（＝写真左）。プロのアドバイスを受けることによって、自分では気
が付かなかったことがわかり、それがあなたと家族の未来に繋がります。相談はいつで
も無料。無料相談は予約制。ホームページ『ホスタ函館』からも予約できます。募集代理
店はMS保険サービス北海道株式会社（Hosta函館）。引受保険会社は三井住友海上火災
保険株式会社、三井住友海上あいおい生命保険株式会社。
●若松町14-10 函館ツインタワー7階・MS保険サービス北海道株式会社
【フリーダイヤル】0120-12-9018

未来へと繋がる家計の見直し
Hosta（ホスタ）函館

　「そろそろ家の外壁の塗り替えを…」
という人はぜひ、消費税増税前に、外壁
の塗り替え30年の実績が定評の『工藤
塗装』へ！
　屋根や外壁の変色・退色やコーキン
グ周りのひび割れ・隙間ができたなど、
塗り替えの目安は新築の時から8～10
年後が一般的といわれています。『工藤
塗装』ではどんな小さな仕事でも仕上
がりに定評があります。
　見積一例では、外壁塗装が2液型シリ
コン樹脂塗装（シーラー塗1回、仕上げ2回、計3回塗り）1㎡あたり1800円～。屋根塗装
は、サビ止めが1㎡あたり1回500円～、シリコンルーフ塗装仕上げは1㎡あたり1回800
円～。それぞれホームタンク、プロパンカバーの塗り替えが無料サービスとなります。
見積・相談は無料。1級技能士で職業訓練指導員でもある工藤春洋代表と1級技能士の工
藤貴之さんが親子で仕上げる仕事は評判です。詳細はお気軽にお問い合わせください。
●日吉町2-22-34　☎55-8479　【携帯電話】090-9082-4227

今年こそ、家の外装の塗り替えを！
工藤塗装
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。

ギ
フ
ト
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
技
術

を
極
め
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

昨
年
、
一
般
社
団
法
人
全
日
本
ギ

フ
ト
用
品
協
会
認
定
の
上
級
ギ

フ
ト
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
ギ
フ
ト
・
ラ
ッ
ピ

ン
グ
講
師
の
資
格
を
取
得
し
た
。

　
ご
自
身
の
誕
生
を
き
っ
か
け

に
父
親
の
梶
原
正
夫
社
長
が
創

業
。市
内
屈
指
の
ギ
フ
ト
専
門
店

と
し
て
人
気
を
集
め
る
中
、
簡
易

包
装
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る

中
、
我
が
国
で
古
来
か
ら
受
け
継

が
れ
る
品
物
を
美
し
く
包
む
文

化
を
見
直
そ
う
と
い
う
思
い
で

認
定
試
験
を
受
け
た
。

「
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
や
電
化
製
品
、

傘
な
ど
、
素
敵
な
リ
ボ
ン
ア
レ
ン

ジ
や
質
感
に
こ
だ
わ
っ
た
包
装

紙
選
び
が
ご
好
評
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。特
に
男
性
が
女
性
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
場
合
な
ど
に
、
と

て
も
素
敵
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
望

ま
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。ま

た
、
S
N
S
の
利
用
が
盛
ん
な
中

で
、
人
に
見
せ
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
」

　
店
舗
は
同
協
会
の
認
定
校
に

も
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
春
か
ら

は
資
格
を
活
か
し
て
有
資
格
者

を
増
や
そ
う
と
い
う
意
気
込
み

を
み
せ
て
い
る
。

　
万
代
町
の
本
店
に
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
さ
れ
て
い
る
梶
原
さ
ん
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
ど
れ
も
お
洒
落

で
独
創
的
。贈
ら
れ
た
側
の
喜
び

が
倍
増
す
る
よ
う
な
ラ
ッ
ピ
ン

グ
に
興
味
が
あ
れ
ば
気
軽
に
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
と
、
梶
原
さ
ん

は
P
R
し
て
い
る
。オ
ス
カ
商
会

本
店
は
☎
41-

8
8
8
0
。



◆きっと見つかる、あなたにとってのお役立ち情報◆ NARUHODOTOPICS 記者のオススメランチ 担当／（慎）記者

海沿いに建つ素敵な喫茶店
珈琲タートル

エビのチリソースで至福のひと時を…
中国料理 幸珍

懐かしの味めぐり 担当／（慎）記者

　いよいよ行
楽シーズンが
到来です。恵山
方面にお出か
けの際にはぜ
ひ立ち寄って
ほしいのが、銭
亀町にある『珈

琲タートル』。海沿いに建つ素敵な店で、「スパゲ
ティナポリタン」（600円、飲み物、スープ付）や
「スパゲティペペロンチーノ」（600円、飲み物、
スープ付）「カレーライス」（500円、飲み物付き）、
「オムライス」（600円、飲み物、スープ付き）、「生
姜焼きライス」（700円、飲み物、スープ付き）など
のお得なランチ向けメニューがそろっている。
筆者イチオシは「ハンバーグライス」（＝写真、
800円、飲み物、スープ付き）。営業時間は4・11月
が午前8時～午後4時30分、5・10月が午前8時～午
後5時、6・9月が午前8時～午後5時30分、7・8月が
午前8時～午後6時、12
～3月が午前8時～午
後4時。毎週月・火曜日
定休。駐車場有。
●銭亀町69
☎76-9073

　中華料理の評判
店として知られる
昭和3丁目の『中国
料理 幸珍』。この
店の料理を味わっ
た僕と同年代かあ
るいはもう少し歳
上の函館っ子な

ら、「何だか懐かしい味」と思うのではないだろう
か？　この店の店主さんは、函館の某有名ホテルの
有名中華料理レストランの料理人を長年務めた人
物。「豚肉とピーマンの細切りあんかけ焼きそば」
（900円）がその懐かしさを象徴する1皿として評判
だが、「エビのチリソース」（1100円）もそれに負けず
劣らず、食べた瞬間に懐かしさを感じる逸品。トマト
ペースト、ネギ、生姜、ニンニク、豆板醤、そして酒醸
（チューニャン）という中華料理に欠かせない調味
料を使った昔ながらの手作りのソースのコクと甘み
と、プリプリのエビのハーモニーが抜群。白いご飯
と一緒に食べると至福のひと時が楽しめる。「本当
に美味しいものは昔から変わらないんだな…」と感
じさせてくれる1皿だ。営業時間は午前11時30分～
LO午後1時30分、午後5時～LO午後7時30分。毎
週火曜日定休。駐車場有。
●昭和3-30-12　☎46-7705

ガ
ボ
ー
ル
の
靴
で
春
の
街
を
歩
き
ま
し
ょ
う
！

タ
ラ
ン
チ
ー
ネ

　
春
で
す
ね
！
　
ぽ
か
ぽ
か
陽

気
に
誘
わ
れ
て
春
の
街
を
歩
く

な
ら
、
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
履
き

や
す
く
歩
き
や
す
い
靴
で
出
か

け
ま
し
ょ
う
。

　
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
息
づ

く
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ー

ズ
ブ
ラ
ン
ド
「
ガ
ボ
ー

ル
」
の
2
0
1
9
年

春
・
夏
シ
ュ
ー
ズ
新

作
フ
ェ
ア
が
、
豊
川
町

の
『
タ
ラ
ン
チ
ー
ネ
』

で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
注
目

は
ズ
バ
リ
、
白

の
軽
快
な
シ
ュ
ー
ズ
。ス

ニ
ー
カ
ー
と
い
っ
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
の

デ
ザ
イ
ン
と
は
ち
ょ
っ

と
違
い
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

が
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
の
雰

囲
気
も
ち
ょ
っ
と
兼
ね

備
え
た
、
ど
ん
な
服
装
に

も
合
う
デ
ザ
イ
ン
が
特

徴
で
す
。ほ
か
に
も
サ
ン

ダ
ル
や
ス
リ
ッ
ポ
ン
な

ど
、
春
夏
向
け
の
お
洒
落

な
靴
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
、

カ
ラ
ー
も
白
の
ほ
か
に
は
ネ
イ

ビ
ー
が
人
気
を
集
め
そ
う
。こ

の
春
は
ガ
ボ
ー
ル
の
素
敵
な
靴

で
街
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
営
業
時
間
は
午
前
11
時
〜
午

後
5
時
。毎
週
日
曜
日
・
祝
日

定
休
。土
曜
日
は
不
定
休
。4
月

13
日
は
臨
時
休
業
。駐
車
場
有
。

●
豊
川
町
21-

3

☎
22-

2
1
6
4

ス
ト
ー
ブ
分
解
整
備
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
!
有
限
会
社
福
士
サ
ー
ビ
ス

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー

な
ど
の
分
解
整
備
を
は
じ
め
、

エ
ア
コ
ン
の
掃
除
に
も
定
評
の

『
有
限
会
社
福
士
サ
ー
ビ
ス
』で

は
、
7
月
31
日
ま
で
、「
ス
ト
ー

ブ
分
解
整
備
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
実
施
中
で
す
。期
間
中
は

「
F
F
式
ス
ト
ー
ブ
」
通
常

2
1
6
0
0
円
の
と
こ
ろ
、

1
7
2
8
0
円
（
消
耗
部
品
、

パ
ッ
キ
ン
別
途
）
と
お
得
。ま

た
、
分
解
整
備
中
に
は
ス
ト
ー

ブ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
の
ス
ト
ー
ブ
も

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、分
解

整
備
は
万
一
に
備
え
た
損
害
賠

償
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現

在
ス
ト
ー
ブ
を

大
特
価
で
提
供

中
。商
品
は
、15

畳
ま
で
対
応
の

「
F
F
式
ス

ト
ー
ブ
」
メ
ー

カ
ー
小
売
価
格

1
5
9
8
4
0

円
の
と
こ
ろ
、

限
定
2
台
に
限

り
9
7
2
0
0
円
と
お
得
。設

置
と
古
い
ス
ト
ー
ブ
の
廃
棄
は

無
料
で
行
い
ま
す
（
設
置
条
件

に
よ
り
部
材
の
み
別
途
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
ほ
か
に
も
台
数
限
定
で
お
得

な
ス
ト
ー
ブ
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
を
。

　
引
っ
越
し
の
際
の
ス
ト
ー
ブ

の
移
設
、取
り
付
け
も
承
り
中
。

匂
い
や
音
な
ど
が
気
に
な
る
ス

ト
ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
営
業
時
間
は
午
前
8
時
〜
。

毎
週
日
曜
日
、祝
日
定
休
。

●
美
原
3-

58-

17

☎
47-

6
3
0
5

http://fukusiss.com
/

最
新
設
備
の
街
の
歯
医
者
さ
ん

五
稜
郭
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
本
通
1
丁
目
・
旧
戸

井
線
沿
い
の『
五
稜
郭
デ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
』

は
、最
新
の
機
材
と
衛
生

管
理
を
追
求
す
る
先
進

的
な
歯
医
者
さ
ん
で
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
半
個
室
の
診
療

室
に
は
、治
療
に
使
う
水

を
高
度
な
衛
生
管
理
の

も
と
で
消
毒
す
る
シ
ス

テ
ム
を
備
え
た
最
新
の

診
療
台
を
一
部
に
導
入
。

歯
科
用
の
C
T
ス
キ
ャ

ン
な
ど
、
南
北
海
道
エ
リ
ア
で

は
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
最
新

機
器
を
い
ち
早
く
そ
ろ
え
、
高

度
で
細
や
か
な
診
療
を
実
現
し

ま
し
た
。そ
の
た
め
、イ
ン
プ
ラ

ン
ト
な
ど
の
先
進
医
療
も
安
心

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　「
地
域
に
根
ざ
し
た
歯
科
医

院
」
を
目
指
す
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、相
談
の
し
や
す
さ
も
特
長
。

痛
い
時
は
も
ち
ろ
ん
、
定
期
的

な
診
察
や
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
な

ど
、
歯
に
ま
つ
わ
る
こ
と
は
何

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　
大
切
な
歯
の
健
康
を
維
持
す

る
た
め
、
ま
ず
は
相
談
か
ら
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
診
療
時
間
は
午
前
9
時
〜
午

後
1
時
、
午
後
3
時
〜
午
後
8

時
（
土
曜
日
は
午
後
6
時
ま

で
）。水
・
日
曜
日
、祝
日
休
診
。

●
本
通
1-

37-

7

☎
83-

7
5
5
3

手
ぶ
ら
で
参
加
で
き
る
無
料
体
験
教
室
も

書
の
教
室 

優
玄

　
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学

校
で
書
道
講
師
を
務
め
て
い
た

経
験
の
あ
る
天
満
谷
（
て
ん
ま

ん
や
）
喜
子
さ
ん
が
書
道
の
楽

し
さ
を
教
え
る
『
書
の
教
室 

優

玄（
ゆ
う
げ
ん
）』。亀
田
本
町
の

キ
ン
グ
ベ
ー
ク
近
く
に
あ
る
同

教
室
で
は
小
学
1
年
生
か
ら
大

人
ま
で
書
道
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。一
般
は
漢
字
・
か
な
・
細

字
の
ほ
か
、
の
し
書
き
な
ど
の

実
用
書
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
も
受

講
で
き
る
の
で
大
人
に
な
っ
て

か
ら
の
趣
味
と
し
て
始
め
る
人

も
多
い
そ
う
。子
供
は
毛
筆
・

硬
筆
の
両
方
を
受
講
で
き
る
の

で
筆
や
鉛
筆
の
正
し
い
持
ち

方
、正
し
い
姿
勢
、書
き
順
な
ど

基
礎
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。3
、4
歳
か
ら
受

講
可
能
。

　
レ
ッ
ス
ン
は
月
3
回
で
、
1

回
90
分
。水
曜
日
の
午
後
3
時

〜
午
後
6
時
、
木
曜
日
の
午
後

3
時
〜
午
後
6
時
、
午
後
7
時

30
分
〜
午
後
9
時
（
大
人
の

み
）、土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

前
11
時
30
分
、
午
後
2
時
〜
午

後
5
時
に
開
講
。学
校
帰
り
は

も
ち
ろ
ん
、
仕
事
帰
り
に
も
通

え
る
時
間
設
定
が
嬉
し
い
ポ
イ

ン
ト
。自
宅
で
開
い
て
い
る
教

室
で
す
の
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

空
間
で
じ
っ
く
り
と
書
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。手
ぶ
ら

で
参
加
で

き
る
無
料

体
験
教
室

も

随

時

行
っ
て
い

る
の
で
、
ま

ず
は
教
室

の
雰
囲
気

を
味
わ
っ

て
み
て
は
い
か
が
…
。

　
今
な
ら
、申
込
時
に「
青
い
ぽ

す
と
見
た
」
と
い
う
と
書
道

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。何
か

始
め
た
く
な
る
季
節
で
す
。こ

の
機
会
に
書
道
を
始
め
ま
せ
ん

か
？
　
プ
レ
セ
ン
ト
期
間
は
5

月
末
日
ま
で
（
定
員
に
な
り
次

第
終
了
）。月
謝
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。駐
車
場
有
。

●
亀
田
本
町
9-

23

☎
76-

7
7
8
2

　（
天
満
谷
ま
で
）

●銭亀沢
　支所 ●銭亀沢郵便局

恵山国道 至恵山→←至湯川

津軽海峡

●銭亀町会館



なるほどトピックス NICE JOB . NICE SHOP . NICE TASTE . SPECIAL INFORMAT道南イベントガイド

年寄り笑うな行く道だもの

一部の人にきっと役立つホンやモノ
本を読まない人のための本屋
ワンダフルワールド！
店主・上村佳樹
●七重浜4-39-1　☎48-5201

　店番をしていると、道をたずねるためにご来
店されるお客さまが思いのほかいらっしゃいま
す。基本的にお爺ちゃんかお婆ちゃんです。たず
ねられた目的地を「ここを曲がってまっすぐで
す」と説明しても、大抵ちがう方向を指さして
「あっちだね!?」と自信満々でまちがえます。口だ
けの説明では目的地にたどり着けるか心配でご
ざいますので、いっしょに表まで出て、極力シン
プルでわかりやすく、大きな声と体を使いなが
ら目的地までの道順
を説明しておりま
す。ちなみに目的地
は決まって「介護施
設」か「斎場」のどち
らかです。道案内に
はいつも力が入りま
す。

移
転
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

ヘ
ア
ー
ズ 

ラ
ス
タ

　
加
齢
と
と
も
に
髪
質
が
変

わ
っ
た
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　『
ヘ
ア
ー
ズ 

ラ
ス
タ
』
で
は
、

く
せ
毛
や
老
け
髪
で
困
っ
て
い

る
人
に
ピ
ッ
タ
リ
な
「
ビ
ー
バ

イ
オ
ー
　
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と

い
う
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
が
人
気

で
す
。こ
ち
ら
は
「
昔
は
直
毛

だ
っ
た
の
に
、
最
近
く
せ
毛
み

た
い
に
な
っ
て
き
た
」「
艶
が

あ
っ
た
髪
な
の
に
、
乾
燥
し
て

い
て
い
つ
も
パ
サ

パ
サ
」「
髪
が
ま
と

ま
り
に
く
く
て
毎

朝
の
お
手
入
れ
が

大
変
」
と
い
う
人
に

オ
ス
ス
メ
の
メ

ニ
ュ
ー
で
、
髪
に
艶

を
与
え
髪
型
を
保

持
で
き
る
効
果
が
期
待
で
き
る

と
い
う
も
の
。ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
な
の
で
、
パ
ー
マ
や
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
を
し
て
い
る
髪
に
も
利

用
で
き
ま
す
。所
要
時
間
は
セ

ミ
ロ
ン
グ
の
長
さ
で
60
分
ほ
ど

で
、
効
果
は
1
〜
3
ヶ
月
ほ
ど

続
く
そ
う
で
す
。

　
今
な
ら
予
約
時
に
、「
青
い
ぽ

す
と
見
た
」
と
い
う
と
特
別
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。料
金
は

「
ビ
ー
バ
イ
オ
ー 
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
」
の
み
通
常
8
6
4
0
円
の

と
こ
ろ
7
9
8
0
円
、「
ビ
ー
バ

イ
オ
ー 

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と

カ
ッ
ト
で
通
常
1
1
8
8
0
円

の
と
こ
ろ
9
9
8
0
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、ト
リ
ー

メ
ン
ト
し
た
後
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

に
ピ
ッ
タ
リ
な
ヘ
ア
オ
イ
ル

（
3
0
0
0
円
相
当
）を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。こ
の
機
会
を
お
見
逃
し

な
く
！

　
営
業
時
間
は
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
7
時
。毎
週
水
曜
日
定

休
。要
予
約
。駐
車
場
有
。

●
北
浜
町
2-

20

☎
86-

9
2
1
1

地
盤
改
良
で
土
地
の
資
産
価
値
が
下
が
る
と
は
？
山
形
砕
石
株
式
会
社
函
館
営
業
所

　
マ
イ
ホ
ー
ム
や
店
舗
・
社
屋

な
ど
を
建
て
る
際
、
地
盤
が
弱

け
れ
ば
地
盤
改
良
が
必
要
に
な

り
ま
す
。で
も
、工
法
に
よ
っ
て

は
土
地
の
資
産
価
値
が
下
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　
2
0
0
1
年
に
国
の
基
準
が

改
定
さ
れ
、
土
壌
汚
染
や
埋
設

物
が
あ
る
土
地
は
そ
の
撤
去
費

用
を
差
し
引
い
て
土
地
評
価
額

を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。従
来
の
地
盤
改
良
で
使
っ

て
い
る
セ
メ
ン
ト
や
鉄
の
杭
な

ど
は
「
埋
設
物
」
に
当
た
る
た

め
、
土
地
の
資
産
価
値
を
下
げ

て
し
ま
い
ま
す
。一
般
的
な
住

宅
の
場
合
、
土
地
評
価
額
が

2
5
0
万
円
近
く
下
が
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
も
し

将
来
土
地
を
売
却
す
る
際
は
、

地
盤
改
良
工
事
の
倍
以
上
の
費

用
を
か
け
て
杭
を
撤
去
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、『
山
形
砕
石
株
式
会
社

函
館
営
業
所
』
で
扱
う

「
H
y
S
P
E
E
D
工
法
」は
天

然
の
砕
石
の
み
を
使
っ
て
地
盤

改
良
す
る
た
め「
埋
設
物
」と
し

て
扱
わ
れ
ず
、
撤
去
の
必
要
も

な
い
た
め
資
産
価
値
が
下
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。将
来
の

子
や
孫
の
世
代
に
マ
イ
ナ
ス
の

資
産
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
大

切
な
家
や
建
物
を
建
て
る
前
に

は
地
盤
改
良
の
方
法
に
つ
い
て

も
工
務
店
と
ご
検
討
く
だ
さ

い
。同
営
業
所
で
も
、電
話
で
の

お
問
い
合
わ
せ
や
来
所
で
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

●
港
町
3-

14-

12

☎
76-

6
7
2
6

漢
方
で
目
の
健
康
を

く
す
り
の
元
気

　「
ピ
ン
ト
が
合
わ
な
い
、シ
ョ

ボ
シ
ョ
ボ
す
る
な
ど
目
で
お
困

り
な
ら
漢
方
を
」と
話
す
の
は
、

漢
方
専
門
店『
く
す
り
の
元
気
』

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
石
田
悦
子

さ
ん
。

　
石
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
心
身

の
機
能
が
活
発
に
な
る
春
は
、

血
を
蓄
え
る
肝
臓
が
フ
ル
活

動
。こ
の
肝
臓
の
状
態
が
と
り

わ
け
現
れ
や
す
い
の
が
目
で
、

脳
の
23
倍
の
血
液
を
必
要
と
す

る
目
は
肝
臓
の
働
き
が
鈍
る
と

健
康
な
血
液
が
十
分
に
行
き
渡

ら
ず
、
ぼ
や
け
る
、
か

す
む
、
視
力
低
下
、
ド

ラ
イ
ア
イ
な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
の
だ
そ

う
で
す
。ま
た
、
血
流

が
低
下
す
る
と
濁
っ

た
充
血
や
ク
マ
が
出

や
す
く
な
っ
た
り
、
血

の
量
が
不
足
す
る
と

目
の
ピ
ン
ト
が
合
わ

ず
、
フ
ワ
フ
ワ
感
が
で
る
こ
と

も
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。「
中
医

学
漢
方
に
は
血
を
整
え
る
飲
む

目
の
薬
〈
イ
ス
ク
ラ
双
料
杞
菊

顆
粒
〉
や
、
鯉
魚
胆
が

入
っ
た
目
の
養
生
サ
プ

リ
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
り

ま
す
」と
石
田
さ
ん
。

　
今
な
ら
、「
青
ぽ
見
た
」

と
言
っ
て
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
受
け
た
人
先
着

1
0
0
人
に
、
目
の
漢
方

知
識
を
記
し
た
冊
子

「
読
む
目
ぐ
す
り
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
中
。相
談
は

予
約
制
で
す
。予
約
が

な
い
訪
問
に
は
対
応
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　『
く
す
り
の
元
気
』
は

現
代
中
医
学
の
知
識
を

学
ん
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
も
と
販
売
が

許
さ
れ
る
「
日
本
中
医
薬
研
究

会
」（
別
名
パ
ン
ダ
の
漢
方
）
の

会
員
店
。営
業
時
間
は
午
前
9

時
〜
午
後
6
時
（
午
後
6
時
以

降
は
応
相
談
）。毎
週
日
曜
日
、

祝
日
定
休
。駐
車
場
有
。ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
「
く
す
り
の
元
気
函

館
」で
検
索
。

●
富
岡
町
2-

45-

8

☎
41-

1
0
1
7置かれた場所で咲きなさい

渡辺和子
幻冬舎　500円+税
長い人生の中で得た「モノ
のとらえ方」は、シンプルな中
にも、とても重みがあります。
寄り添うように心にすっと沁
みる言葉。

高
性
能
便
座
を
特
別
価
格
で

小
野
寺
住
設

　
創
業
94
年
と
い
う
長
年
の
実

績
と
、
知
識
に
基
づ
い
た
信
頼

の
技
術
、
豊
富
な
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
的
確
な
ア
ド
バ
ス

で
、
多
く
の
支
持
を
得
て
い
る

テ
レ
ビ
C
M
で
も
お
な
じ
み
の

『
小
野
寺
住
設
』か
ら
使
い
や
す

く
お
手
入
れ
も
か
ん
た
ん
な
高

性
能
便
座
が
お
得
に
な
る
お
知

ら
せ
で
す
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
・
ト
ワ
レ
」は
、手
軽
な

お
手
入
れ
で
快
適
に
使
え
る
温

水
洗
浄
便
座
の
人
気
機
種
で

す
。継
ぎ
目
が
な
く
汚
れ
の
付

着
し
に
く
い
ス
テ
ン
レ
ス
ノ
ズ

ル
を
採
用
し
て
お
り
、
掃
除

の
と
き
に
は
そ
の
ノ
ズ
ル

が
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
出

て
く
る
ほ
か
、
本
体
も
ワ
ン

タ
ッ
チ
で
脱
着
で
き
る
た

め
手
軽
に
隅
々
ま
で
お
手

入
れ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
使
用
の
度
に
「
使

用
前
」「
使
用
後
」「
立
ち
上

が
り
後
」
の
3
回
、
ノ
ズ
ル

を
自
動
洗
浄
す
る
の
で
掃

除
の
後
の
キ
レ
イ
が
長
持

ち
。こ
の
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・

ト
ワ
レ
」を
先
着
30
台
に
限
り
、

通
常
7
万
8
0
0
0
円
の
と
こ

ろ
標
準
工
事
費
込
、
税
込
3
万

9
9
6
0
円
で
提
供
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
便
器
に
装
着
で
き

る
機
種
な
の
で
、
便
座
の
交
換

を
検
討
中
の
人
は
こ
の
機
会
を

お
見
逃
し
な
く
。数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ど
う

ぞ
。

　
水
ま
わ
り
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

か
ら
住
宅
の
改
修
な
ど
ま
で
、

住
ま
い
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
で
き
る
施
工
実
績

豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
親
切
丁
寧

に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。ご
相

談
は
お
気
軽
に
。

●
美
原
3-

1-

5

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

0
1
2
0-

7
5
0-

7
5
0

パナソニック「ビューティー・トワレ」



湯
の
川
温
泉 

ホ
テ
ル
万
惣

　
日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
し

ば
し
忘
れ
て
、
非
日
常
の

く
つ
ろ
ぎ
を
気
軽
に
味
わ

い
た
い
…
。そ
ん
な
時
は
、

レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気

と
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
個
性
的
な
お
風
呂
や

サ
ウ
ナ
が
そ
ろ
っ
た
大
浴

場
、
北
海
道
の
美
味
し
い

食
材
が
堪
能
で
き
る
レ
ス

ト
ラ
ン
が
自
慢
の
『
湯
の

川
温
泉 

ホ
テ
ル
万
惣
』
の

日
帰
り
プ
ラ
ン
は
い
か
が

で
す
か
？

　
レ
ス
ト
ラ
ン
「
蔵
祭
」
1

周
年
記
念
と
し
て
4
月
1

日
か
ら
始
ま
っ
た
地
元
客

限
定
の
日
帰
り
プ
ラ
ン
が

見
逃
せ
ま
せ
ん
。ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
（
4
月

27
日
〜
5
月
5
日
）
を
除

い
た
5
月
22
日
ま
で
の
期

間
、
大
人
6
6
3
0
円
、
子

供
3
2
4
0
円
（
各
入
湯

税
込
）
で
自
慢
の
温
泉
と

料
理
が
楽
し
め
る
も
の

で
、
さ
ら
に
電
話
申
込
時

に
「
青
ぽ
見
た
」
で
な
ん
と

5
0
0
円
割
引
。
大
人

6
9
0
0
円
、
子
供

2
9
7
0
円
で
利
用
で
き

る
の
で
超
お
得
で
す
！

　
館
内
に
あ
る
「
今
様
文

明
開
化
絵
巻
」
が
コ
ン
セ

プ
ト
の
「
暖
炉
ア
ー
ト
」
も

一
見
の
価
値
あ
り
！

　
ご
夫
婦
や
ご
家
族
で
い

ま
す
ぐ
、『
湯
の
川
温
泉 

ホ
テ
ル
万
惣
』
の
日
帰
り

プ
ラ
ン
を
ご
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
予
約
は
電
話
受
付
の
み

と
な
り
ま
す
。電
話
の
際

は
必
ず
「
青
ぽ
見
た
」
と
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

●
湯
川
町
1-

15-

3

☎
57-

5
0
6
1

筆者プロフィール

はこだてセカンドスクール

（はこだてセカンドスクール）

堀川教室
堀川町19-4 冨田ビル１階
堀川町電停徒歩1分
宝来教室
宝来町11-7 2階 サツドラ宝来店向かい
お問い合わせ・お申し込み ☎51-1766

CLOSE
UP

Delicious Spot パーラーフタバヤ

著／山崎 藍連載

　MEGAドン・キ
ホーテ函館店2階に
ある『パーラーフタ
バヤ』は、長年愛さ
れ 続 け て い る メ
ニューから新しい
メニューまで幅広
くそろう店。
　注目は、好評開催
中の「肉フェア」。おすすめの「オムカツライス」（サラダ、
スープ付き1058円）は、サクッと揚がった豚肉のカツレ
ツとピラフが入ったふわとろ玉子のオムライスに甘さ控
えめのデミグラスソースが抜群の相性。そのほかにも、ス
キレットで熱々を味わえる「ビーフシチューセット」（ご
飯、スープ付き1490円）や女性に好評の「チキンのサラダ
仕立てセット」（ご飯、スープ付き1058円）など、全6品の
肉料理を用意するこのフェアはこの夏頃まで開催する予
定。ランチにディナーに、ぜひご賞味あれ！　もちろん、
甘めのソースがたっぷりかかった「ハンバーグ」（スープ
付き864円）や「名古屋うどん」（スープ付き734円）も安定
の美味しさです。
　また、別腹で選びたいのが、根強い人気のソフトクリー
ムを使ったパフェ。中でも、バニラとチョコ2種類のソフ
トクリームに生チョコと生クリームの組み合わせ「生
チョコパフェ」（680円）は、魅惑の味。なお、店内は分煙に
なりました。10:00～20:30（LO／20:00）。無休。P有。
●美原1-7-1　☎45-1978

注目の「肉フェア」

函館市出身。函館中部高
校、国立弘前大学を卒業。
学生時代から家庭教師、塾
講師の経験を経て、2005
年、堀川町に個別指導の学

習塾「はこだてセカンドスクール」を開校。
昨年、石田勝紀主宰の認定ファシリテー
ター取得。今年度よりママカフェを不定期
開催予定。

お
手
頃
料
金
で
贅
沢
な
ひ
と
時

　
胃
の
バ
リ
ウ
ム
検
査
で

胃
ポ
リ
ー
プ
と
診
断
さ
れ

て
も
心
配
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。心
配
す
る
の
は
、
内

視
鏡
検
査
を
受
け
て
か
ら

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
胃
ポ
リ
ー
プ
と
は
、
胃

に
発
生
す
る
上
皮
由
来
で

良
性
の
胃
の
内
腔
に
突
出

し
た
隆
起
性
病
変
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。特
殊
な
も

の
に
胃
腺
腫
が
あ
り
ま
す

が
、
一
般
的
な
ポ
リ
ー
プ

と
し
て
は
過
形
成
性
ポ

リ
ー
プ
と
胃
底
腺
ポ
リ
ー

プ
の
2
つ
で
す
。内
視
鏡

専
門
医
が
観
察
す
る
と
、

ど
う
い
う
ポ
リ
ー
プ
か
の

診
断
は
容
易
で
す
。

　
胃
腺
腫
は
ま
れ
で
す

が
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
関

係
が
あ
り
、
前
癌
病
変
と

考
え
ら
れ
フ
ォ
ロ
ー
が
必

要
で
す
。専
門
医
が
勧
め

る
と
き
に
は
内
視
鏡
治
療

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
過
形
成
性
ポ
リ
ー
プ
も

ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
関
係
が

あ
り
、
癌
化
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
フ
ォ
ロ
ー
が
必

要
で
す
。ま
れ
に
出
血
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ピ

ロ
リ
菌
を
除
菌
す
る
と
、

ポ
リ
ー
プ
が
小
さ
く
な
っ

た
り
消
失
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。ま
ず
除
菌
治
療

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
胃
底
腺
ポ
リ
ー
プ
は
ピ

ロ
リ
菌
感
染
の
な
い
胃
に

発
生
し
ま
す
。多
発
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

癌
化
す
る
こ
と
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。心
配

さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
が

多
い
の
で
す
が
、
通
常
は

観
察
の
み
で
組
織
検
査
の

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。で

す
の
で
、
内
視
鏡
検
査
で

胃
底
腺
ポ
リ
ー
プ
と
言
わ

れ
た
ら
安
心
し
て
も
大
丈

夫
で
す
。最
近
P
P
I
ま

た
は
P-

C
A
B
と
呼
ば

れ
る
胃
薬
を
内
服
し
て
い

る
患
者
さ
ん
を
多
く
見
か

け
ま
す
。す
ば
ら
し
い
薬

で
す
が
、
覚
え
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
の
は
胃
底

腺
ポ
リ
ー
プ
の
数
が
増
え

た
り
、
大
き
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て

切
除
し
た
患
者
さ
ん
も
い

ま
す
が
、
癌
に
な
る
こ
と

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。薬
を
継
続
す
る
か
は

主
治
医
と
相
談
す
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
胃
の
バ
リ
ウ
ム
検
査
で

胃
ポ
リ
ー
プ
と
診
断
さ
れ

て
も
、
粘
膜
下
腫
瘍
や
胃

癌
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
胃
の
内
視
鏡
検
査
を

受
け
て
安
心
し
て
く
だ
さ

い
。さ
ら
に
ピ
ロ
リ
菌
の

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人
は
、
ぜ
ひ
受
け
て
く

だ
さ
い
。陽
性
な
ら
除
菌

治
療
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

●
八
幡
町
21-

12

☎
41-

1
8
1
8

医
療
法
人
社
団

東
野
内
科
消
化
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

東
野 

清

ドクター講座

胃
ポ
リ
ー
プ
と
言
わ
れ
た
ら

基礎英語を聴こう
　
今
月
か
ら
新
年
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。進
学
、
進
級

な
ど
、
新
し
い
環
境
に
飛

び
込
む
方
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
英
語
を
学
ん
だ
こ
と
が

な
い
人
が
初
め
て
触
れ
る

教
材
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
の

「
基
礎
英
語
」
を
お
勧
め
し

ま
す
。理
由
は
、
何
と
言
っ

て
も
手
軽
に
始
め
ら
れ
る

こ
と
。ラ
ジ
オ
が
な
く
て

も
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
聴

く
こ
と
が
で
き
、
聴
き
逃

し
て
も
過
去
1
週
間
分
ま

で
遡
っ
て
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。お
金
も
か
か
ら

ず
（
テ
キ
ス
ト
を
買
っ
て

も
他
教
材
に
比
べ
安
価
で

す
）、
毎
日
15
分
、
同
じ
時

間
に
聴
く
習
慣
を
作
る
こ

と
は
、
勉
強
の
導
入
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
作
る
の

に
も
有
効
で
す
。内
容
も
、

歴
史
が
あ
る
だ
け
に
素
晴

ら
し
く
、
一
応
中
学
生
向

け
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
は
あ

り
ま
す
が
、
中
学
生
に
限

ら
ず
英
語
を
学
ぶ
多
く
の

人
に
十
分
役
立
つ
内
容
だ

と
思
い
ま
す
。中
学
生
に

と
っ
て
は
、
学
校
よ
り
も

少
し
早
め
に
文
法
の
勉
強

が
で
き
、
教
科
書
に
な
い

語
彙
表
現
も
た
く
さ
ん
覚

え
ら
れ
、
何
よ
り
も
声
に

出
す
こ
と
で
、
綴
り
と
音

の
関
連
が
い
つ
の
間
に
か

身
に
つ
い
て
く
る
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。英
語

が
苦
手
な
人
の
共
通
点

に
、
と
に
か
く
声
に
出
さ

な
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま

す
。学
校
で
は
自
信
が
な

く
て
な
か
な
か
声
が
出
せ

な
い
と
言
う
人
で
も
、
自

宅
で
1
人
で
あ
れ
ば
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。今
月

か
ら
1
年
間
新
し
い
シ

リ
ー
ズ
が
始
ま
る
の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
英
語
へ
の

扉
を
開
い
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

未来の話をしよう
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今
回
か
ら
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
青
山
が
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。久
し

ぶ
り
の
登
板
で
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
新
年
度
。転
勤

族
の
方
々
が
全
国
か
ら
い

ら
っ
し
ゃ
る
時
期
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
　
今
回

は
本
紙
読
者
の
皆
様
が
、
転

勤
族
の
方
々
に
オ
ス
ス
メ

す
る
飲
食
店
を
紹
介
し
ま

し
た
。

か
な
ら
ず
気
に
な
る
カ

レ
ー
パ
ン

　
今
回
（
2
月
15
日
号
）
の

「
カ
レ
ー
パ
ン
」。興
味
深
く

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
！
　
パ
ン
屋
さ
ん
に

行
っ
た
ら
か
な
ら
ず
気
に

な
る
カ
レ
ー
パ
ン
で
す
が
、

店
ご
と
に
味
が
様
々
な
の

で
、
つ
い
買
う
の
を
迷
い
ま

す
（
笑
）。気
に
な
っ
た
お
店

に
こ
の
機
会
に
行
っ
て
見

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
追
分
町
、A
・
N
）

＊
カ
レ
ー
パ
ン
の
食
べ
比

べ
な
ん
て
い
か
が
で
す

か
？

全
部
食
べ
て
み
た
く
な
り

ま
し
た

　
お
い
し
そ
う
な
カ
レ
ー

パ
ン
特
集
を
見
た
ら
全
部

食
べ
て
見
た
く
な
り
ま
し

た
。ど
の
お
店
も
、
い
ろ
ん

な
工
夫
を
し
て
い
る
の
が

す
ご
い
で
す
ね
。う
ち
の
味

が
1
番
と
自
信
を
持
っ
て

お
い
し
く
な
〜
れ
、
お
い
し

く
な
〜
れ
と
思
い
な
が
ら

作
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
深
堀
町
、M
・
H
）

＊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

篠
笛
「
花
明
か
り
コ
ン
サ
ー

ト
」が
6
月
9
日
に

　
日
本
の
伝
統
楽
器
・
篠

笛
の
音
色
に
触
れ
る
「
花
明

か
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
6
月

9
日
①
午
前
11
時
〜
②
午

後
1
時
30
分
〜
、
五
稜
郭
タ

ワ
ー
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催

さ
れ
ま
す
。主
催
は
山
口
汐

花
さ
ん
。入
場
無
料
。詳
細

は
☎
0
1
7-

7
4
3-

3
3
5
4

（
山
口
）ま
で
。

裁
判
員
制
度
市
民
説
明
会

が
5
月
18
日
に

　
裁
判
員
経
験
者
の
貴
重

な
経
験
談
や
裁
判
官
の
説

明
が
聴
け
る
「
裁
判
員
制
度

市
民
説
明
会
」
が
5
月
18
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11

時
30
分
に
函
館
市
中
央
図

書
館
大
研
修
室
で
行
わ
れ

ま
す
。定
員
40
人
（
申
込
多

数
の
場
合
は
先
着
順
）。受

付
期
間
は
４
月
15
日
〜
5

月
13
日
（
平
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
）。申
込
は

函
館
地
方
裁
判
所
総
務
課

☎
38-

2
3
7
1
ま
で
。

函
館
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
第
22

回
定
期
演
奏
会
が
6
月
8

日
に

　
函
館
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
第

22
回
定
期
演
奏
会
が
6
月

8
日
午
後
6
時
か
ら
函
館

市
芸
術
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
指
定
席
前
売

8

0

0

円
　
、
当

日

1
0
0
0
円
　（
小
学
生
以

下
前
売
5
0
0
円
、
当
日

7
0
0
円
）、
自
由
席
前
売

6
0
0
円
、
当
日
8
0
0
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）。チ

ケ
ッ
ト
は
松
柏
堂
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
取
扱
。詳
細
は
☎

0
9
0-

7
6
4
6-

8
4
9
3

（
島
田
）ま
で
。

絵
本
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク

ル
『
ぎ
ん
の
ふ
ね
』
の
絵
本

読
み
聞
か
せ
「
お
は
な
し
の

会
」が
4
月
14
日
に

　
絵
本
読
み
聞
か
せ
サ
ー

ク
ル
『
ぎ
ん
の
ふ
ね
』
の
絵

本
読
み
聞
か
せ
会
「
お
は
な

し
の
会
」
が
4
月
14
日
午
後

2
時
か
ら
函
館
駅
前
ビ
ル

5
階
・
く
ま
ざ
わ
書
店
で

開
催
さ
れ
ま
す
。時
間
は
30

分
程
度
。参
加
無
料
。詳
細

は
く
ま
ざ
わ
書
店
☎
24

-

5
7
2
1
ま
で
。
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4月26日号　転勤族にオススメの専門店

ST
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新
店
舗
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報

　
昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

『
1
8
5
』
は
、
美
容
室
「
カ
ペ
リ

1
8
5
」
と
絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ガ

レ
リ
ア
1
8
5
」
が
併
設
す
る
1

軒
。「
カ
ペ
リ
1
8
5
」
は
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
サ
ロ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
で

ゆ
っ
た
り
と
利
用
で
き
ま
す
。

　「
カ
ッ
ト
」（
4
8
6
0
円
）
の
ほ

か
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商
品
も
取
り

扱
っ
て
お
り
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
カ

ラ
ー
」（
7
0
2
0
円
〜
）
や
「
ヘ
ッ

ド
ス
パ
」（
5
4
0
0
円
）
は
好
評
。

「
ガ
レ
リ
ア
1
8
5
」は
、
イ
ン
テ
リ

ア
に
取
り
入
れ
や
す
い
2
0
0
0

円
前
後
の
絵
画
か
ら
店
舗
な
ど
に

も
映
え
る
絵
画
ま
で
充
実
。リ
ー
ス

も
承
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
を
。見
る
だ
け
で
も

楽
し
い
イ
チ
ハ
チ
ゴ
ヘ
、
気
軽
に
足

を
運
ん
で
み
て
は
…
。

　
10
時
〜
20
時
。不
定
休
。駐
車
場

有
。

●
本
通
2-

4-

14

☎
54-

8
8
4
1

次号予告

3
月
上
旬
の
よ
く
晴
れ
た
日
に
今
年
初
め
て
の
釣
行
。数
日
前
の
寒

さ
が
嘘
の
よ
う
な
好
天
の
中
で
良
型
の
ク
ロ
ゾ
イ
を
釣
り
上
げ
ま
し

た
。遠
い
水
平
線
を
眺
め
な
が
ら
、「
先
日
ま
で
は
ス
キ
ー
を
し
て
い

た
の
に
な
ぁ
…
」と
、季
節
の
移
ろ
い
の
早
さ
を
実
感
。　
　
　（
慎
）

今
回
の
お
題
／
本
当
は
教
え
た
く
な
い
が
、海
岸
町
の「
か
し
ら
や
」。

先
日
泊
ま
っ
た
道
外
の
某
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
。そ
こ
の
部
屋
で
は
、時

間
が
わ
か
る
も
の
は
ア
ラ
ー
ム
付
き
の
置
時
計
の
み
。そ
れ
な
の
に
、

針
が
1
時
間
進
ん
で
い
て
時
間
が
あ
っ
て
い
な
い
。目
覚
ま
し
も
鳴

ら
な
い
。時
計
の
意
味
は
？
　
ア
ラ
ー
ム
の
意
味
は
？
　
　
　（
ヒ
）

今
回
の
お
題
／
末
広
町
に
あ
る「
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー
カ
リ
ヨ
ン
」。

春
の
装
い
を
し
て
は
思
っ
た
よ
り
寒
い
と
騒
ぎ
、雪
が
溶
け
る
と
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
る
と
騒
ぎ
、食
べ
て
も
食
べ
て
も
お
腹
が
減
る

と
騒
い
で
い
ま
す
。こ
の
賑
や
か
さ
、何
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
せ

ん
か
ね
。例
え
ば
d
ポ
イ
ン
ト
と
か
。　
　
　
　
　
　
　
　  

（
ま
い
）

今
回
の
お
題
／
中
華
そ
ば 
櫓
屋 
本
店
。

こ
の
冬
、久
し
ぶ
り
に
J
R
に
乗
り
ま
し
た
。4
月
は
伊
達
、5
月
は

札
幌
ド
ー
ム
と
、私
に
し
て
は
行
動
的
で
す
。そ
の
後
の
予
定
も
あ
る

の
で
、今
年
の
終
わ
り
に
は
出
不
精
改
め
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
B
P
）

今
回
の
お
題
／
勝
田
豆
腐
店
。揚
げ
出
し
豆
腐
が
絶
品
で
す
!

当
別
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
で
作
ら
れ
て
い
る
バ
タ
ー
は
自
家
製
の

発
酵
バ
タ
ー
で
コ
ク
深
く
と
て
も
美
味
し
い
。そ
ん
な
素
敵
な
バ

タ
ー
が
ゴ
ロ
ン
と
入
っ
た
湯
川
の
ラ
ー
メ
ン
店『
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
』

の「
ト
ラ
ピ
ス
ト
ラ
ー
メ
ン
」が
大
好
き
。　
　
　
　
　
　
　
　 

（
ガ
）

今
回
の
お
題
／
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
。

函
館
に
は
、今
は
ほ
と
ん
ど
廃
れ
た
手
間
暇
の
か
か
る
伝
統
の
調
理

法
を
か
た
く
な
に
守
り
通
し
て
い
た
り
、東
京
な
ら
超
高
級
店
で
し

か
お
目
に
か
か
れ
な
い
よ
う
な
料
理
を
普
通
の
値
段
で
提
供
し
た
り

し
て
い
る
飲
食
店
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　（
康
）

今
回
の
お
題
／
和
風
と
ん
か
つ
専
門
店 

と
ん
悦
。

本
号
か
ら
仲
間
入
り
し
ま
し
た
！
　
元
気
が
取
り
柄
の
私
で
す
。最

近
、息
子
達
か
ら「
マ
マ
は
本
当
に
女
子
？
　
実
は
男
子
で
し
ょ
？
」

と
い
う
質
問
が
！
　
日
本
酒
飲
ん
で
ガ
ハ
ハ
ガ
ハ
ハ
笑
っ
て
、男
気

が
溢
れ
た
の
か
な（
笑
）ち
ゃ
ん
と
女
子
で
す（
笑
）。　
　
　（
タ
ニ
）

今
回
の
お
題
／
大
き
な
エ
ビ
フ
ラ
イ
が
有
名
な
ヨ
シ
ヤ
。

編
集
後
記
今
回
の
お
題
／
転
勤
族
に
オ
ス
ス
メ
の
飲
食
店

当社は質・サービス・満足を提供する企業でありたいと考えておりますが、
中でも個人情報保護はその大前提と考え、個人情報保護マネージメントシ
ステムを確立・実践し、個人情報の適正な利用・保管・管理を実現します。

転勤族の方々にオススメの店の第2弾のテーマはズバ
リ、「専門店」。個性的な道南の専門店を紹介します。

5月17日号　七重浜グルメガイド
人気店から新店舗まで、美味しい話題が盛りだくさんの
七重浜の飲食店を徹底チェック！

●ローソン

↑
至
産
業
道
路

魚長●

ミスタードーナツ●

読
者
の
声

お
知
ら
せ

　今回の『デリシャススポッ
ト』コーナーで紹介した
『パーラーフタバヤ』より、
1000円分の食事券を5名
様にプレゼントします。応
募はハガキに郵便番号、住
所、氏名、電話番号を明記の
上、青いぽすとに対するご感想もたっぷりとお書きの
上、〒040-0063、函館市若松町30-21、株式会社
青いぽすと「フタバヤ」係まで。締切は4月23日必着。

お寄せいただいたお便り、読者プレゼントのご感想等は、ご住所の町名とイニ
シャル入りで「読者の声」として掲載させていただく場合がございます。いただ
いた個人情報はプレゼントの発送と個人を特定できない記述で紙面作りに
使用させていただく場合がございます。この目的以外での使用はいたしませ
ん。本紙・読者プレゼント企画の当選分の企業・店舗等の利用券につきまして
は、当選者への利用券送付後に企業・店舗の閉鎖その他の都合で利用券を
使用できなくなった場合、利用券は無効となりますので予めご了承ください。

□函館市地域交流まちづくりセンター　□キラリス函館内「PRONTO」「えぞりす」　□カフェくあふぉり

□函館市女性センター　□シエスタハコダテ内「Gスクエア」　□ふらっとDaimon　□函館アリーナ

□函館市青年センター　□函館市中央図書館　□函館栄好堂丸井今井店　□道の駅なないろ・ななえ　

□北斗市総合文化センター・かなで～る　□野菜100円ショップ（七飯町本町）

□津軽海峡フェリー函館フェリーターミナル　□津軽海峡フェリー大間フェリーターミナル

青いぽすとは一般家庭に宅配しているほか、下記の場所に設置しております。青いぽすとの未配達地域にお住まい
の方は、ぜひ最寄りの青いぽすと設置場所をご利用ください。設置部数に限りがございます。予めご了承ください。

青いぽすと
設置場所のご案内


